
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

美術工芸の造形的視点に着目し、課題の意図を
理解している。作品制作における技能。

美術工芸の造形的視点に着目し、課題の意図を
理解している。作品制作における思考力、表現
力。

なし

芸術

芸術の美しさを感受し、その伝統と文化の意味や価値、味わいを捉えられるようにする。

芸術の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくみ、豊かな生活や社会を創造していく。

美術

【学びに向かう力、人間性等】

美術工芸における表現および創造的活動に取り
組もうとしている。

（2組：大高）（3組：大高）（4組：大高）（5組：大高）（7組：大高）（8組：大高）

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

人物の顔を描く
【知識及び技能】
人物の顔の描き方を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
人物の目や鼻、口などのパーツを見
つめ、正確に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組もうとし
ている。

・指導事項
　デッサン用鉛筆の削り方指導、
グレースケール制作、鉛筆デッサ
ン指導
・教材
　デッサン用鉛筆、練りゴム、画
用紙
・一人１台端末の活用　等

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【知識・技能】
　顔の正確な描き方を理解している。
【思考・判断・表現】
　人物の顔のパーツを見つめ、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に表現活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

思 態

配
当
時
数

13

○ ○ 9

5

○

【知識・技能】
　ペーパークラフトの技法について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　紙の立体表現について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に表現活動に取り組もうとしてい
る。

○

○

【知識・技能】
　陶芸の技法について理解している。
【思考・判断・表現】
　陶芸表現について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に表現活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

合
計

35

○

○

【知識・技能】
　木彫の技能について理解している。
【思考・判断・表現】
　木彫表現について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に表現活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科

芸術の多様性を理解し、効果的に表現する基礎技術を身に付ける。

美術芸術

２
学
期

木彫による生活の中の実用品制作
【知識及び技能】
木彫による表現について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
木彫による実用品の制作行程正確に
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組もうとし
ている。

・指導事項
　アイディアスケッチ指導、糸鋸
カット指導、やすり掛け指導
・教材
　桂材、サンドペーパー、棒ヤス
リ、小刀
・一人１台端末の活用　等

○ ○

陶芸作品制作
【知識及び技能】
手びねり、素焼き、絵付け、釉がけ
について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
手びねり、素焼き、絵付け、釉がけ
による陶芸表現をしている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組もうとし
ている。

・指導事項
　手びねり指導、絵付け釉がけ指
導、素焼き窯入れ指導
・教材
　陶芸用粘土、手回しろくろ、陶
芸カンナ、こて類、陶芸用絵具
・一人１台端末の活用　等

○

３
学
期

飛び出すメッセージカード制作
【知識及び技能】
ペーパークラフトによる作品制作つ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
ペーパークラフトによる紙の立体表
現をにつて理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組もうとし
ている。

・指導事項
　アイデアスケッチ指導、ペー
パークラフトの表現技法指導
・教材
　スケッチブック、デザインナイ
フ、カッティングマット
・一人１台端末の活用　等


